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京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、代表取締役社長：都村 智史、以下、「京王電鉄」）で

は、株式会社ヒトカラメディア（本社：東京都世田谷区、代表取締役：高井 淳一郎、以下、「ヒト

カラメディア」）と共同で外部パートナーとの共創により地域の課題解決や価値創出を目指す、エ

リアを起点とした事業共創プログラム KEIO AREA OPEN INNOVATION PROGRAM「ROOOT（ルート）」（以

下、「本プログラム」）を開始します。第一弾は下北沢を舞台に１０月２日（月）から実施します。 

 

京王電鉄では昨年度からスタートアップ企業等の外部パートナーとともに新たな事業やサービ

スを創出する事業共創プログラムを本格的に取り組んでいます。本プログラムは「地域価値を沿線

価値へ」をコンセプトに、京王電鉄がこれまで培ってきた地域資源・アセットや関連する人・企業・

場所などを活かしながら、地元商店街や町会をはじめとした地域の事業者・団体とも連携して、ス

タートアップ企業等の外部パートナーとともにエリアを起点として新たな事業やサービスを創出

するオープンイノベーションプログラムです。 

 

第一弾は多様な文化が交わり、絶えず自由に変わり続ける下北沢を舞台に、「遊ぶ」「働く」「学

ぶ」「暮らす」「環境」「健康」の６つのテーマを設定しアイデアを募集します。 

 本プログラムのパートナーであるヒトカラメディアは、下北沢に拠点を構え、下北沢駅高架下の

複合施設「ミカン下北」内のワークプレイス「SYCL by KEIO」の施設プロデュースおよび運営を担

っています。京王電鉄とヒトカラメディアが緊密に連携することで本プログラムの活性化を図りま

す。 

京王電鉄では下北沢で実施する本プログラムの枠組みを将来的に京王線沿線全体にも展開して

いくことを目指します。 

 

詳細は下記のとおりです。 

 

 

 

  

１０月２日（月）～アイデア募集開始！ 

～エリアを起点とした、外部パートナーとの事業共創プログラム～ 

KEIO AREA OPEN INNOVATION PROGRAM「ROOOT（ルート）」を開始！ 

第一弾は下北沢を舞台に実施します！ 

～下北沢を舞台に実施します！～ 

≪キービジュアル イメージ≫ 



１．KEIO AREA OPEN INNOVATION PROGRAM「ROOOT（ルート）」について 

（１）コンセプト 

地域価値を沿線価値へ 

 

 （２）概要 

 京王電鉄の地域資源・アセットや関連する人・企業・場所などを活かしながら、地元商

店街や町会をはじめとした地域の事業者・団体とも連携して、スタートアップ企業等の外

部パートナーとともに新たな事業やサービスを創出し、地域の価値を向上させることで沿

線の価値向上につなげる、エリアを起点としたオープンイノベーションプログラムです。 

 

 （３）プログラム名称「ROOOT（ルート）」の由来 

これまで地域ごとに耕してきたコミュニティの土壌・

根（ROOT）をもとに、京王線沿線全体（ROUTE）に広げて

いきたいという想いを込めて名づけました。 

「ROOOT（ルート）」の３つの Oは『地域』『ユニークなプ

レイヤー』『京王電鉄』を表しています。 

 

２．第一弾の下北沢を舞台に実施する内容について 

（１）下北沢を選んだ背景 

京王電鉄では絶えず自由に変わり続ける下北沢において、２０２２年３月に下北沢駅高

架下の複合施設「ミカン下北」を開業し、ワークプレイス「SYCL by KEIO」の施設プロデ

ュースおよび運営を担うヒトカラメディアとともに、妄想を基に実験的な取り組みを行う

きっかけの場となる「下北妄想会議」やアイデアを具現化していく「studioYET」を推進し

てまいりました。こうした土壌を活かしながら本プログラムを通して新たな価値を提供し

たいとの想いから、第一弾の場所として下北沢を選びました。 

 

（２）募集期間 

   １０月２日（月）から１１月１９日（日）まで 

 

（３）募集テーマ 

以下のテーマを設定し、スタートアップ企業をはじめとした外部パートナーからの提案

を募り、エリアを起点としたオープンイノベーションの実現を目指します。 

 

テーマ 募集アイデア例 

① 下北沢と「遊ぶ」 
#二次交通 #回遊性 #観光 #インバウンド #若者 #妄想 

#アート #アウトドア #魅力発信 #情報編集 

② 下北沢と「働く」 
#企業共創 #スモールビジネス #事業承継 #後継者不足 

#コミュニティ #実験 

③ 下北沢と「学ぶ」 
#大人の部活動 #学び直し #アート #デザイン #子育て  

#多世代 #コミュニティ 

④ 下北沢と「暮らす」 
#朝活 #安心安全 #防災 #シェアリングエコノミー  

#サブスクリプション #多世代 #子育て 

⑤ 下北沢と「環境」 
#ゴミ問題 #エネルギー #脱炭素 #サステナブル 

#資源の循環 #地産地消 

⑥ 下北沢と「健康」 
#朝活 #心の健康 #スポーツ #健康寿命 #休憩 #昼寝  

#アクティブシニア #アウトドア 



（４）応募要項 

・本プログラムのコンセプト「地域価値を沿線価値へ」に共感していただけること 

・募集テーマを踏まえた課題・ニーズに対して有効な解決可能性を示せていること 

・プログラム期間中に、プロダクトやサービス、協業事業の実装の可能性が示せること 

・プラン内容または事業内容が公序良俗に反していないこと 

 

（５）スケジュール 

募集開始        １０月２日（月） 

ミートアップ（説明会・交流会）   １０月１７日（火）１７時から２０時まで 

募集締切        １１月１９日（日） 

採択企業発表      １２月下旬 

プログラムキックオフ   １月中旬 

中間発表会     ３月下旬 

デモデイ（成果発表会）  ６月中旬 

※スケジュールは現時点での予定です。詳細はサイト上でお知らせします。 

 

（６）応募サイト 

以下のサイト URLにアクセスし応募してください。 

プログラムの詳細やスケジュールもご覧いただけます。 

応募サイト URL：https://keio-innovation-shimokita.com 

 

（７）ミートアップ（説明会・交流会） 

１０月１７日（火）１７時から、BROOKLYN ROASTING COMPANY SHIMOKITAZAWA（住所：東

京都世田谷区北沢２－６－２ミカン下北 B街区 B１０１）でミートアップ（説明会・交

流会）を開催します。参加申し込みは以下のサイトで受け付けします。 

申し込みサイト URL：https://keio-rooot-meetup.peatix.com 

 

（８）最終審査通過社特典 

・実証実験費用の一部負担、および京王電鉄からの出資検討 

・事務局によるメンタリングサポート 

・実証実験期間中、下北沢のワークプレイス「SYCL by KEIO」の無償提供 

・関連部門や地域の人・企業・場所との調整支援 

 

３．お問い合わせ先 

Mail:open-innovation@keio.co.jp 

 

４．関連サイト 

KEIO OPEN INNOVATION 専用サイト： 

https://www.keio.co.jp/company/environment/keio-open-innovation/index.html 

Facebook:https://www.facebook.com/profile.php?id=61551994312408&mibextid=LQQJ4d 

X（Twitter）：https://twitter.com/keio_program 

 

以 上 
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【参考１】京王電鉄株式会社について 

（１）会 社 名 京王電鉄株式会社 

（２）代 表 者 都村 智史 

（３）所 在 地 東京都 多摩市 関戸１丁目９番地１ 

（４）Ｕ Ｒ Ｌ https://www.keio.co.jp/ 

（５）設 立 １９４８年６月１日 

（６）事業内容 鉄道事業 土地、建物の賃貸業・販売業など 

 

【参考２】株式会社ヒトカラメディアについて 

（１）会 社 名 株式会社ヒトカラメディア 

（２）代 表 者 高井 淳一郎  

（３）所 在 地 東京都 世田谷区 北沢２-５-２ 下北沢ビッグベンビル B１F 

（４）Ｕ Ｒ Ｌ http://hitokara.co.jp 

（５）設 立 ２０１３年５月 

（６）事業内容 オフィス移転サポート、空間プランニング、ビルオーナー支援、 

レンタルオフィス・レンタルスペース運営、まちづくり事業 

 

【参考３】「KEIO OPEN INNOVATION PROGRAM」について 

京王電鉄では２０２２年から、スタートアップ企業をはじめとした外部パートナーとの共創に

よるオープンイノベーションプログラムを実施しています。初年度となる昨年は、鉄道事業を起

点として「鉄道事業の変革への挑戦」をテーマに掲げ募集を行い、合計７１件の応募の中から７

件の提案を採択し、実証実験を実施しました。 

 

https://www.keio.co.jp/

